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秋晴れの日曜 日、平和を象徴する鳩が5

羽6 羽、羽音高く舞い上る青空に「

われらは動物の愛護並びに研究を通じ

て徳義 の向上をはかり… … … 」 と、宣
誓文を読む少年の声がひびいてくる。

これは去る18日の日曜日午前10時半
から保木間町で行われた〝西新井少年
鳩の会〟発会式である。

この少年鳩の会は西新井警察署の肝

入りで同署管内に居住する小中学生の

間に組織され、動物愛護を通じて動物

の生態を研究し社会科の一端を形作る
と同時に、この組織を利用して会員相

互の融和と徳義の向上を目的として結
成されたものである。

西新井警察署長、区長( 代理岡崎教

育課長) 、区立中学校長、防犯協会長
等来賓の前で、日頃の腕前をみせるの

はこのときと、各々両手に抱いてきた

鳩を放せば 大空に孤を画いて2 度3 度
一きわ高い羽音を残して鳩舎の方に飛

び去る鳩の姿をみめる少年達の瞳に映
つた白雲が、「よく訓練した ネ」「う

れしいかネ」と署長さんや、課長さん
に頭をなぜられるたびに、にこにこゆ
れていた。
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第7 回足立区議会
追加更生予算等17 案件可決さる

昭和26年第7 回足立 区議会定例会は11

月13日午後1 時30分から淸水議長の開

会宣言により開会され、収入役の選任
同意、区役所の機構改革に伴 う課に関

する改正条例等17の案伴が3 日間にわ
たり審議されいずれ も原案通 り可決 と

なつた。
〔第1日〕
午後1 時30分議長の開会 宣言につづい

て区長登壇し招集の挨拶を行 う。つい
で事務局長が報告を終り、会議時間の

延長につ き議会の同意を得た後高野内
議員の動議により休憩に入り午後5 時5

分再会まで議員総会が行われ、同5

時6 分案件の審議には至らず第1 日目

の本会議は散会 となつた。
〔第2 日〕

午前中から開かれた議員総会で諸案件
の下審議が行われたため午後4時45分
開会、委員会審議経過について総務、
財務、厚生、教育、建築各委員長から

報告があつた後直ちに質問に入る。淸
水( 宗) 議員からPTA経費減額につい

て、小林( 三) 議員から衛生行政につい
てそれぞれ質問があり、教育課長、区

長これに答弁、ついで日程に入り「東

京都足立区議会々議規則の一部を改正
する規則」「東京都足立区議会委員会

条例の一部を改正する条例」が上程さ

れ、大神田副議長が提案理由の説明を

行い審議の結果原案可決となつた。

千寿 第4小 学 校分校 の

廃 止 決 ま る
日程第3 に移り「第25議案　寄附受 領

について」「第26議案　東京都足立区
立小学校分校廃止について」審議が行
われ原案可決、これによつ て区立千寿
第4 小学校分校の廃止が決定 された。
○ 日程第5 「第27号議案　東京都足立
区 の課に関する条例」が上程 され斎藤

助役から提案理由の説明があつて審議

の結果原案可決、これによつて従来の
教育課が学務課 と社会教育課の2 課に
分割となり戸籍課が新らたに独立し発
足 となつた。
○ 日程第6 「区議会又は選挙管理委員

会 の行う調調査のため出頭する者及び
公聴会に 参加ずる者 の費用弁償条例」

○ 日程第7 「第29号議案　東京都足立
区納税貯蓄組合補助金交付条例」

○ 日程第8 「第30号議案　東京都足立
区 ミシシ使用条例」

○ 日程第9「第31号議案　東京都足立
区立診療所条例」

○ 日程第10「第32号議案　東 京都足立
区農業委員会職員定数条例」

○ 日程第11「第33号議案　東京都足立
区農業委員会委員の報酬及び費用弁償

条例」
以 上いずれも原案通り可決

選挙管理委員に
金子氏 ら4 名決定

日 程 第12 「 足 立 区 議 会 常 任 委 員 選 任 に

つ い て 」 が 上 程 さ れ 藤 原 議 員 の 動 議 に

よ つ て 議 長 の 指 名 に よ り 次 の7 議 員 が

運 営 委 員 に 選 任 さ れ た 。

遠 峯 富 次　　 永 井 一己　　 田 幡 義 雄

鈴 木 銀 藏　　 新 関 正 応

佐 々木 和 佐 之 助　　 宮 入 五 郞

○ 日 程 第13 「 足 立 区 臨 時 内 納 検 査 立 会

人 選 任 に つ い て 」 審 議 の 結 果 次 の5 名

を 立 会 人 とし 議 長 指 名 を もつ て 決 定 し

た
。

鈴 木 仲 二　 臼 倉 滝 藏　 野 口 五 郞 平

永 田 う め じ　　 江 川 長 吉

選 挙 管 理 委 員 の 任 期 満 了 に 伴 い 日 程 第14

の 「 足 立 区 選 挙 管 理 委 員 の 選 挙 に つ
い て 」 上 程 さ れ た が 、 江 口 議 員 の動 議

に よ り 議 長 指 名 推 薦 と な り 次 の4 氏 が

委 員 に 決 定 し た 。

五反野南町1258 番地　 稻付喜平次

千住仲町　　81 番地　 畑 三郞
千住柳町　　43 番地　 金子 重吉
千住l 丁目　　12番地　 鈴木 義猛
これに引き続き日程第15の「足立区選

挙管理委員補充員選挙について」が上

程 、同じく議長指名推薦により次の通

り順位によつて決定した。
1 位千住大川町24番地　 関原 春重
2 〃新田上町　266〃　 茂出木庄輔
3 〃梅田町　1750〃　　 駒沢 文雄

4 〃千住寿町　77 〃　　 小林勇太郞

選 挙 管 理 委 員 長 に 畑 三 郞 氏

第7 回 区 議 会 で 決 定 し た 選 挙 管 理 委 員

に よ り19 日 午 後1 時 か ら 委 員 長 の 互 選

が 行 わ れ 、 畑 三 郞 氏 が 委 員 長 に 決 定 し

た 。

商 工 相 談 に つ い て

去る10月4 日開設し た 本 区 の
商工相談は 金融、経営、税務、

その他にわた る専問家の懇切な
指導によつて、一般商工業者 の
好評を得ているが、さらに急を
用する問題等につい ては、相談
日以外でも、区経済課商工係に
連絡すれば 、それぞれの坦当専
問家に紹介し、手軽に相談に応
じてくれるようになつておりま
すから 、御利用下さい。

梅 島 図 書 舘 で錦 絵 展 覧 会

梅島図書館では開館1 週年を記念する

とともに、文化祭の一環とし てI O月27
日から11月9 日まで、同館内で錦絵展

覧 会を開催し、連日多数の参観者で賑

わつた。

追 加 更 生 予 算128. 902. 147 円

収 入 役 に 岡 崎 教 育 課 長
日程第16の26年度足立区追加更正予算

の審議は第2 読会に移つて委員付託の

動議が提出され議長指名による23名の

予算調査特別委員により同 日議会散会

後委員長の互選が行われ予算審議は第3

日に持ち込された。なお同 日追加日

程第1 が上程され欠員 となつていた収

入役につい て区長選任に同意する事に

決定この結果岡崎教育課長が収 入役に
選任され午後7 時30分第2 日目の会議

が終了した。
〔第3 日〕
午後4 時43分開会前日に引き続き予算

審議が行われ条件付原案可決となつた

これに対し区長から予算執行に当つて

は充分留意する旨挨拶があり午後5 時3
分閉会した。
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13 間道路に桜並木
千 住新橋・大橋間の街路樹 も整備

本区内を南北に縦断する第4号国道(

旧陸羽街道) は戦後、急速に復旧さ

れ 、 現 在 で は 、 東 京 と 北 陸 地 方 を つ な

ぐ唯 一 の 幹 線 道 路 と し て 、完 全 に 補 装

さ れ た ア ス フ ア ル ト 道 路 に 、 ト ラ ツ ク

バ ス 、 高 級 乗 用 車 の 住 来 が 激 し い が 、

区 で は 、 こ の 沿 道 に 桜 を 植 樹 し 通 行 人

の 旅 情 を 慰 め る と と もに 、 足 立 の 桜 の

名所として、広く区外にも周知を計る
ため、都建設局から、無償交付を受け

た、約400本の桜の植樹式が7日午前
9時から、区長、土木課長、他関係者
列席の下に千住栄町地先で行われた。

なお19日午前9時から同じく無償交付
を受けたプラタナス257本の補植が千
住新橋―千住大橋間で着工され、埼玉

県境から荒川区境に至る約8. 000 米に
達する本区幹線道路は桜 とプラタナス

に美しく彩られるこ とになる。

= お ね が い=

今回植栽 されました桜は「そめ

いよしの」といい、大 き く な る
と住年の荒川五色桜のように延 々1

里に亘る桜並木が完成され本区
の1 名所地 となる訳で、この入手

には区役所で もずいぶん苦心を重
ねました 、この貴重な桜を大きく

育 てるた めには沿道居住の区民各
位の協力が絶対に必要 で あ り ま

す。勿論区役所で も厳重に監視員
を巡回させ てはいますが何分地域

が広いので、監視の眼 も と ど き

かねるこ ともあると思 い ま す の
で 、この桜が立派に育つよう次の
事項に御注意下さるよう、地元民

各位にお願い致します。
1. 　桜が根付くまでは根の周囲を

子供が踏みつけたり枝葉を折ら

ないよう注意して下さい　゜

2. 　盗難の心配がありますので充
分に監視をして下さい。

住 宅 調 査

11 月15 日 現 在 で

戦災によるわが国の住宅不足はその
後相当復旧されているが、まだまだ充
分の域に達するには年月を要すること
思われます。

東京都がこの住宅不足数、居住密度
所有関係等を調査して今後の住宅行政

の基礎資料にするため、来 る11月15日
現在で住宅調査を行 うこ とゝなつた。

足立区においても職員及び民間調査

員約200 名によつてこの調査に当りま

すから目的達成のため、調査員の問に
対してありのまゝを お答え下さるよう
御協力をお願い致します。
なおこの調査は税金などには全然関係

がありませんからお含み下さい。

11 月1 日 か ら 戸 籍 手 数 料 が

改 正 さ さ ま し た

11月1 日から戸籍の手数料が次のよ う

に、改正されました。

戸籍謄本

戸籍抄本
1 枚 に つ き30 円

戸籍記載事項証明 書　30円

戸籍届出受理証明　　30 円

戸籍簿閲覧料　　　　3O円

寄留謄、抄本1枚につ き　25円

印鑑身分
その他諸証明

1通につ き20円

機 構 改革 に伴い
大幅な人事 の異動発令

空席となつ ていた収入役の選任を期に今般機構改革に伴う人事の異動が22
日付で次の通り発令された。

新　　　　　　　　　　　　旧
税 務 課 長　　　　　　梅島支所税務課長　 主事　　長 谷川 久 勇
民生課長　　　　　　総務課総務係長　　〃　　　駒崎福太郞
戸 籍 課 長　　　　　　第2 出 張 所 長　　　　 〃　　　鈴 木 金治郞
学 務 課 長　　　　　　税 務 課 長　　　　　〃　　　近 藤 吾 一
社 会 教 育 課 長　　　　教 育 課 学 事係長　　 〃　　　宇田川 己 吉
梅 島 支 所 庶 務 課 長　　 梅島支所厚生課長　 〃　　　井 上 四 郞〃　 税 務 課 長　　　　〃　 庶務課長　　 〃　　　西間木 辰 一

〃　 戸 籍 課 長　　　民 生 課 本 籍係長　　 〃　　　飯 島 薰
土 木 出 張 所 長　　　　土 木 課 工 事係長　　 技師　　赤 荻 利 重
総 務 課 総 務 係 長　　　経 理 課 経 理係長　　 主事　　益 子 正 夫〃　 職 員 係 長　　　総 務 課 区 民係長　　 〃　　　鈴 木 道

〃　 統 計 係 長　　　総 務 課 員　　　　　〃　　　堀 省 助
経 理 課 管 財 係 長　　　教 育 課 施 設係長　　 〃　　　細 谷 一 郞

〃　 経 理 係 長　　　税 務 課 調 査係長　　 〃　　　田 中 謙三郞
税 務 課 調 査 係 長　　　収入役室支払係長　 〃　　　瀨 田 金 造

〃　 課 税 係 長　　　支所税 務課住民税係長　 〃　 岡 田 德次郞
〃　 徴 収 係 長　　　総 務 課 文 書係長　　 〃　　　石 倉 義 雄

民 生 課 区 民 係 長　　　第1 出 張 所 長　　　　 〃　　二階堂 時 信
戸 籍 課 本 籍 係 長　　　支所厚生課本籍係長　　 〃　 村 角 太 郞

〃　 寄 留 係 長　　　民 生 課 寄 留係長　　 〃　　　小 出 武 夫
学 務 課 学 事 係 長　　　第5 出 張 所 長　　　　 〃　　　町 山 盛

〃　 施 設 係 長　　　教 育 課 技 術係長　　 技師　　岩 間 啓 一
社会教育課文化係長　総務課統計係長　　主事　　神藤幸次
体 育 係 長 事 務 取 扱　　　　　　　　　　　 〃　　　宇田川 己 吉
経 済 課 商 工 係 長　　　教育課社会教育係長 〃　　　綠 川 良 信

〃　 農 産 係 長　　　経 済 課 農 事係長　　 技師　　海老原 和 夫
土木課技術係長　　　土木課員　　　　　〃　　　宮本喜〓

〃　 公共事業係長　 土木課梅島派出所長 〃　　　木 村 治三郞
土 木 出 張 所庶務係長　 支所庶務課経理係長 主事　　石 倉 三 郞

〃　道路係長　　　土木課員　　　　　技師　　田ケ谷長吉
〃　 河川係長　　　土 木 課 員　　　　　技師　　持 木 良 橘

建 築 課 指 導 係 長　　　建築課建築指導係長 〃　　　竹 田 芳 男
収 入 役 室 収 納 係 長　　第8 出 張 所 長　　　　 主事　　加 瀨 実

〃　 支 払 係 長　　　経理課 給 与 係 長　　 〃　　　平 野 善 助
〃　 給 与 係 長　　　税務課動産税係長　 〃　　　山 崎 定 男
〃　 用 品 係 長　　　収 入役室管財係長　 〃　　　松 本 信 武

支所庶務課区 民 係 長　 支所厚生課寄留係長 〃　　　小 川 資 伯
〃税務課課 税 係 長　 税務課住民 税係長　 〃　　　長谷川 堅 治
〃　 徴 収 係 長　　　支所税務課動 産税係長 〃　　 高 橋 光
〃戸籍課本 籍 係 長　 税 務 課 員　　　　　〃　　　望 月 文 吾

〃　〃　寄留係長　支所税務課員　　　〃　　　張ケ谷光三
第1 出 張 所 長　　　　　第9 出 張 所 長　　　 〃　　　会 沢 福 寿
第2　 〃　　　　　　　 税 務 課 整 理係長　　 〃　　　三 浦 正 男
第5　 〃　　　　　　　 経 済 課 配 給係長　　 〃　　　岡 田 普三郞
第8　 〃　　　　　　　 支所厚生課厚生係長 〃　　　岡 田 国 雄
第9　 〃　　　　　　　 土 木 課 員　　　　　〃　　　蓬 田 宗 吉
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10 月1 日 か ら

地 代 家 賃 の統 制 額 改 訂
地代・家賃の統制額は 、本年9 月まで
固定資産税台帳の賃貸価格を基準 とし

て算出されてきましたが、固定資産税
標準の時価が変更されたのに伴い 、10
月1 日から土地及び家 屋の基準として

算出することに改訂されました。 今回

の物価庁告示による算出方法 の改訂は
煩雑でありますが計算を省略す ると必

ず不公平を生じますから、不明の点は
区建築課に問い合せて下さい。

地代算出に必要な事項と計算例
( イ) 土地の価格　60. 000円

( ロ) 土地の坪数　30坪

( ハ) 〃の賃貸価絡　60円

( ニ) 固定資産税率　
1. 6
/100 ( 東京都の場合)

( ホ) 固定資産税額
( イ) ( ニ)

960円 ( 60. 000×
1. 6/

100

)

〔 計算〕
( イ) 60, 00O円×

2. 2/

1000
=132円… … … ( 1)

( ハ) 　 ( イ)

( 60円× 7. 2+( =60. 000円×
8/

1. 000
)

=912円… … … … … … … … … … … … … ( 2)
固定資産税が( 2) より高額であるから

( ホ)
960円- 912円=48円… … … … ( 3)
( 3)

48円× 1
/6

=8円… … … … ( 4)

( 1) 　( 4)
132円+8 円=140 円改訂月額地代

註 ( 2) が( ホ) より高い場合はその6分
の1を( 1) から減ずること

家賃算出に必要な事項と計算例
( イ) 建物の価格　265, 000円

( ロ) 建物の坪数　　　20坪( ハ) 建物の賃貸価格　240円

( ニ) 固定資産税率　
1. 6

/

100
( 東京都の場合)

( ホ固定資産税額　4, 240円
( イ)

( 265, 000円×
1. 6/

10

0

)

〔 計 算 〕

( イ) 265, 000円× 2/
1. 000

=530円… … ( 1)

( 1)
530円+( 20坪× 12円修繕費) =770円

‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ( 2)

( ハ) ( イ)
( 240円× 7. 2) + ( 265, 000円+

8/

1, 000
)

=3, 840円… … … … … … … … … … ( 3)
固 定 資 産 税 が3 よ り 高 額 で あ る か ら
( ホ)

4, 240円- 3, 840円=392円… … … ( 4)
( 4)

392円× 1
/6

=65. 33円: … … … ( 5)

( 2) 　　( 5)
770 円+65. 33 円=835 円33　 改 訂 月 額
家賃 … … … … … … … … … … … … ( 6)

地代算出方法によつて計算した地代相
当額を( 6) に加える、ここでは地代相
当 額を165円 とする。

( 6) 　　　 地 代
835 円33+165 円30=1, 000 円33
26年10月からの改訂月額家賃

註　貸間貸室及び価格が修正された場
合の計算は省略する、なおこの計算
は昭和27年3 月までとする。

11 月 の 輸 入 出 者 に 注 意

流 入 出 人 口 実 態 調 査 実 施

東京都では11月1カ月の期間で流入出

人口実態調査を行い ます。
東京都の人口は、戦後増加の一途を辿

り、最近3カ年間の統計によります
と、毎年約40万人づつ増えておりま

す。増加原因の1つは出生と死亡の
差、即ち自時増加でもう一つは他府県

から都に転入する人と、都から他府県
へ転出する人との差、即ち流入超過で

す。都のように特別区という大都市を
もつている処では、自然増加よりも流

入超過、即ち社会増加による方が遥か
に大きく、先程申し上げました毎年40
万 の増加人口の4 分の3 約30 万 を 占
め 、自然増加は残りの4分の1約I O万で

あります。増加人口のうち 、自然増加
につい ての資料は従来いろいろ整 備さ

れていますが、社会増加、つまり地方
の人口が都市に集中する現象について

の資料は殆 どないので、今回の調査を
行 うこ とに なつた のです。

この調査を受ける人は、11月中に他府

県から区に転入した人と、都の区から
他府県へ転出する人で、調査の場所は
区役所の出張所で、転入や転出の手続

をする時に、係の職員が致します。調
査する事柄は転入出の理由や職業、住

居の関係等でありまして、本調査票は
統計目的以外には絶対に使用致しませ

んし、又記入事項については、秘密を
厳守するこ とになつておりますから、
何卒 御協力下さいますようにお願いい

たします。

区 民 税 の 完 納 に協 力 して 下 さい

昭和26年度足立区区民税を完納した方に抽せんによ

り賞 品 を差上げ ます

1. 抽 せ ん 券 を 受 け ら れ る 方

( 1) 普通徴収の場合
1期　2 期 、3期 、4期 分 を 全 部 納 め

た 方 。
た だ し1 期 、2期 、3期 分 を11 月30
日 ま で に 納 め た 方 に 限 り ま す 。

( 2) 特別徴収される納税者の場

合
26 年6月 分 か ら27 年3 月 分 ま で を27
年4 月10 日 ま で に 納 め た 方 。

( 3) 特別徴収義務者の場合26年

6 月 分 か ら11 月 分 ま で を26 年12 月1O
日 ま で に 納 め 、且 つ 、12 月 分 か

ら27 年3 月 分 ま で を 各 翌 月 の10 日

ま で に 納 め た 方 。

1. 抽せん券を受ける期間

( 1) 普通徴収の場合

自 昭 和27 年1 月5 日
至 昭 和27 年2月15 日

( 2) 特別徴収の場合
特 別 徴 収 義 務 者 分 と 特 別 徴 収 さ れ

る 方 の 分 を 特 別 徴 収 義 務 者 宛 に 郵
送 し ま す 。

1. 普 通 徴 収 の 方 の 抽 せ ん

券 を 受 け る 場 所

抽せん券を如ける方は、完納し
た区民税領収証書を次のところ
へ提示して下さい。

( 1) 足立区役所
( 2) 足立区役所梅島支所
( 3) 足立区役所出張所

1. 抽 せ ん 日

昭和27年5月下旬( 予定)

1. 賞品

1等　都内大劇場招待券
( 弁当付) … … … … 100本

2等　手拭… … … … … … 1. 000本

3等　石鹸… … … … … … 1. 200本

昭和26年11月 足立 区区 民 税 完納 奨 励 会 ( 足立区役所内)


